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1はじめに

平成17年10月に中央教育審議会は、「新しい時代の義務教育を創造する」

と題する答申を発表した。そのなかのr（3）義務教育に関する制度の見直

し」（第II部各論「第1章教育の目標を明確にして結果を検証し質

を保証する」の項）の部分に特別支援教育をめぐって、次のような文言が

認められる。

障害の種別ごとの盲・聾・養護学校を、障害の重度・重複化の対応し、

小・中学校等を支援するセンター的機能をもつ特別支援学校に転換す

ること、また、小・中学校等において、特別支援教育の体制を整備し、

LD、ADHD等の児童生徒への支援を充実することが必要である。（1）

従来は、特殊教育の対象とされていた視覚障害者、聴覚障害者、知的障

害者等の児童生徒と、LD、ADHD、高機能自閉症等の児童生徒とを分け

てとらえていた。しかし、障害のある児童生徒の教育をめぐる諸情勢の変

一141一



生野金三・豊澤弘伸・北村好史・棄原茂樹・中谷陽子

化を鑑みると、今後は特別支援教育の視点より障害者である児童生徒一人

一人の教育二一ズを把握し、それに適切に対応し、一層質の高い教育の実

現を目指していくことが極めて重要である。このようなことが契機になっ

てこれまでの制度が見直され、特別支援教育の方途が提言されたのである。

これによって、従来の特殊学級は、2007年を目処に「特殊支援学級」と名

称を変えて存続し、そして盲・聾・養護学校は複数の障害に対応するr特

別支援学校」に改められる。今後は、特別支援教育の充実に向け、様々な

課題に着手していかなければならない。その課題をめぐっては、先の論稿

「特別支援教育のあり様をめぐって（その1）」において触れたが、個々の

教育支援計画の策定、特別支援教育のコーディネーターの役割理解、LD、

ADHD、高機能自閉症等のガィドラインの周知徹底等とそれは多岐に亘っ

ていた。このような課題に今後着手していくことはいうまでもないが、そ

れと同時にノーマライゼーションの理念に基づく交流教育（障害のある児

童生徒と障害のない児童生徒との交流活動）の推進、更には人権教育、人

権啓発の観点より障害者への認識を深める教育の推進等も行う必要があろ

う。

以上のことを踏まえ、本論ではノーマライゼーションの理念に基づく交

流活動、ノーマライゼーションの理念を実現するための理解啓発教育（障

害者理解の）等の基礎論、そして特別支援教育における理解啓発教育の実

際について探ることを目的とする。

■交流活動について

1ノーマライゼーションの理念とr交流」とr共生」の課題

rノーマライゼーション」は、その父と呼ばれるミケルセンの活動と彼

が制定に努力したデンマークの1959年法に見られるr（知的）障害者のた

めに可能な限りノーマルな生活状態に近い生活を創造する」という精神に

その原点を見ることができる。そして、ここから始まったノーマライゼー
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ションの考え方は、全世界に伝播するにしたがって、少しずつ違った把握

で展開されているといえる。

堀正嗣はノーマライゼーションの理念について、次に挙げる二つの側面

をとらえ、その統一であると見ている。

①障害者の生活を通常のものに近づけていく

②社会を全ての人が共にいきられるものに変えていく（2）

堀によれば、①は、ミケルセン（Mikklesen）やニリエ（Ni巧e）が追求

したもので、障害者にできる限り通常の生活を保障し、通常の生活者とし

ての存在を取り戻そうとするものということになる。「障害者施設」への

収容によって、障害者がアブノーマルな存在として形成され、通常社会で

生活するための力を剥奪されてきたとして、ノーマライゼーションを「障

害者の生活を普通にすることと障害者が地域で自立していくための力を獲

得するということの統一」ととらえる考え方である。「人間にノーマルな

人間とアブノーマルな人問という二種類の人間があるという考え方を認め

ない考え方」で、人間は人間であるという点でノーマルで、同じであると

いう考え方でもある。（3）

堀は、これを障害者の社会への同化を基本的なねらいとしているとして

「ノーマライゼーションの同化的側面」と呼んでいる。

一方、②は、「障害者を排除して成り立ってきた社会への異議申し立て

であり、社会こそが変わらなければならない」という立場であるという。

障害者の立場から「普通」というものを問い直し、刷新していこうとする

もので、建物の建設やまちづくりといった社会的な課題や文化や意識の変

革といった課題が指摘できるという。堀はこれを「ノーマライゼーション

の異化的側面」と呼び、「障害という問題を、ある個人とその環境との関

係としてとらえることが、ずっとより建設的な解決方法である」とい

う。（4）

ともにノーマライゼーションの理念を形成していく基本的側面であると

同時に、相反する危惧を伴うものでもある。とりわけ、「交流」から「共
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生」を目指す教育においては、次のような問題点が指摘されるという。少

し長くなるが、引用する。

障害児であるがゆえに、健常児と同じ価値基準で見られないならば、

それは明らかに、普通には見られていないということである。たとえ

問題を持った価値基準であっても、それが一般に通用しているものな

らば、障害児もその価値基準で見られることが、あたりまえである。

ノーマライゼーションは障害者が特別な役割期侍それは病者役割

とか欠陥役割と言われるものであるが一の下に置かれる状態を克服

しようとしてきた。

（中略）

能力主義的な詰め込み教育や受験勉強が、普通学級における「普通」

のあり方だとすれば、障害児もこれを体験するのが自然である。たと

え勉強がわからなくても、わからない子どもは他にも大勢いるわけで、

それを理由に特別扱いされる必要はない。また、rいじめ一いじめ

られる」関係も、子どもたちのr普通」の姿だとすれば、障害児だけ

が、こうした関係に置かれないのはむしろ不自然である。このように、

障害児が、あたりまえの一人の子どもとして普通の体験をしていく機

会を保障する。これがノーマライゼーションの同化的側面の追求であ

る。
この側面において、教師の役割は障害児が普通の体験をできるよう

に援助することである。こうした側面でのノーマライゼーションの追

求は、障害児が通常の社会生活から排除され、特別な扱いを受けてき

たという状況を改善する上で重要な意味がある。しかしながら、この

ような側面における普通の追求は、普通の意味が問い直されない限り、

限界に突き当たらざるをぎない。（5）

「交流」と「共生」の教育においては、「障害児をあたりまえの一人の

子どもとして見る」ということが重要になる。しかし、「あたりまえの一

人の子どもとして見る」ということは、「普通学級の生活や教育のよい部一
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分も問題点も共に障害児が体験することがあたりまえ」ということになる

のである。

「普通」や「あたりまえ」という概念のとらえ直しが今後の大きな課題

としてあげられるいえる。

2特別支援教育の制度と交流活動

世界的なインクルージョンの流れに引導される形で展開してきたともい

える日本の特殊教育は、rアジア太平洋障害者の10年」を契機に、障害者

の自立と社会参加の促進への気運が高まり、心身障害者対策基本法の改正

によるr障害者基本法」が平成5年らに制定されることになった。これに

よりノーマライゼーションの理念に基づく障害者の社会参加・参画に向け

た国による総合的な施策の推進が図られることとなり、ついで、16年に一

部が改正された。ここでは、「障害のある児童生徒と障害のない児童生徒

との交流及び共同学習の積極的推進による相互理解の促進」が盛り込まれ、

学校教育に対して、障害者の自立と社会参加を見通した取組を含め、重要

な役割を果たすことが求められた。

ここにr交流及び共同学習」が特別支援教育の具体的展開における重要

な方途として位置付けられた。

もっとも、それまでも、交流活動は、r交流教育」という形で教育課程

の中に位置付けられていたが、人間形成や社会適応、学習活動といった教

育的効果の向上を意図した、障害を持った児童生徒の発達的な観点からの

展開が主であったといえ、個別教育の枠の中にあったと見ることができる。

平成16年の改正障害者基本法におけるr障害のある児童生徒と障害のな

い児童生徒との交流及び共同学習の積極的推進による相互理解の促進」と

17年の中央教育審議会答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方

について」における「障害のない児童生徒との交流及び共同学習の促進」

は、今後の特別支援教育における「交流活動」の役割を規定するものとい

える。
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r障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う

共生社会」は、我が国が目指す社会像の一つである。（6）これは、学校教育

に関係する者はもとより国民全体に共有されることが必須の概念であり、

特別支援教育の理念や基本的考え方もそれに沿う形で設定され、その実践

も展開されることが求められる。（7）

障害のある児童生徒と障害のない児童生徒との交流及び共同学習の機会

の設定においては、rあるがままで」r共に生きる」という視点の導入が重

要な鍵となる。具体的な展開において「地域で生きる」という点も不可欠

といえる。

基礎・基本を学ぶ学校では、交流についても学習する必要がある。そし

て、障害者を含めて誰とも望ましい人間関係の構築を目指して日々学習す

る場でもある。学校での望ましい交流が、地域に広がり、お互いをより知

り合い、認め合い、共に生きることにつながるものと考える。後ほど、そ

の具体的展開について言及する。

皿障害者理解をめざした理解啓発教育をめぐって

1理解啓発教育の位置付け

ノーマライゼーションの理念の実現は、共生をめざす交流教育と、障害

に対する正しい理解を導く啓発教育とが相まってなしえるものである。

交流をスムーズにより自然な形で進めるためには、通常の学級への理解

啓発授業は、欠かせない。通常の学級の児童が、障害に対して正しい知識

を持つことで障害者へより望ましい態度で接することが期待できると考え

る。また、共生の社会を目指して地域で生活する時にも心身障害学級（以

下心障学級）の児童との交流体験、そして、理解啓発授業で得た知識が生

かされると思われる。さらにこの知識は、障害あるなしにかかわらず生か

されるはずである。

ここでは、障害者理解のための啓発教育のあり方について、人権教育を
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術目敢しながら論考する。

障害者理解のための啓発教育を考えるとき、人権教育における「啓発」

についておさえておく必要がある。平成11年7月29日に出された「人権擁

護推進審議会答申」（以下、「人擁審答申」とする。）の記述を振り返りな

がらr啓発」の位置付けを明らかにしていこう。

人権教育では、r女性、子ども、高齢者、障害者、同和問題、アイヌ人

問題、外国人、HIV感染者やハンセン病患者、受刑者等」をその課題と

して掲げている。上記の人擁審答申では、r……、就職に際しての差別の

問題のほか、障害者への入居・入店拒否などの問題が依然として存在して

おり、さらに、施設内における知的障害等に対する身体的虐待事件の多発

などが近時目を引く。」（8）と、r障害者」に係る具体的な課題を挙げている。

答申にもあるように、人権尊重の理念についての正しい理解が定着してい

ない背景には、人権の意義やその重要性についての正しい知識が充分に身

についておらず、日常生活の中で人権に係るできごとに遭遇したとき、お

かしいと思う感性や配慮しようとする感覚もまた身に付いていない現実が

ある。そこに、人権教育と人権啓発の意義がある。

人擁審答申では、人権教育を、「基本的人権の尊重の精神が身に付くよ

う、学校教育及び社会教育において行われる教育活動」とし、また、人権

啓発を、「広く国民の間に、人権尊重思想の普及高揚を図ることを目的と

して行われる研修・情報提供・広報活動で人権教育を除いたものとする。」

と定義付けている。さて、人権教育の一つの課題である「障害者」への学

校教育における配慮については、平成14年3月15日に示された「人権教育・

啓発に関する基本的計画」に次のように述べられている。（9）

・障害のある子どもに対する理解と認識を促進するため、小・中学

校等や地域における交流教育の実施、小・中学校の教職員等のための

指導資料の作成・配布、並びに学校教育関係者及び保護者に対する

啓発事業を推進する。さらに、各教科、道徳、特別活動、総合的な学

習の時間といった学校教育活動全体を通じて、障害者に対する理解、
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社会的支援や介助・福祉の問題などの課題に関する理解を深めさせる

教育を推進する。

そこで、本稿で言及する「特別支援教育を支える共生をめざす交流教育

と、障害に対する正しい理解を導く啓発教育」は、前述の人権教育の理念

に基づき、学校教育という共通の場を媒介として行われる啓発をも包括す

る教育活動と位置付けられる。さらに、啓発教育については、「広く対象

に向けて、障害に対する正しい理解の普及高揚を図ることを目的に、学校

教育という共通の場を媒介として行われる研修・情報提供・広報活動等」

と定義する。

さて、学校教育を通して行われる障害児教育に係る．交流教育（A）と啓

発教育（B）については、その能動者（ベクトルの起点）と受動者（ベク

トルの終点）を勘案すると、次のようなマトリクスが考えられる。

受動者
能動者

児童・生徒 教職員
保護者等
（一般）

児童・生徒
A：交流教育

〈仕組まれるもの〉
（実態に学ぶ） （実態に学ぶ）

教職員
B①：啓発教育

く授業等＞

B③：啓発教育

く研修等＞

B⑤：啓発教育

く広報・研修等＞

保護者等
（有識者）

B②：啓発教育

く講義等＞

B④：啓発教育

く情報提供＞

B⑥：啓発教育

く広報・研修等＞

表中のB①～B⑥に関して、それぞれのベクトルの起点と終点とを意識

した啓発活動を組織していくこととなる。
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2理解啓発教育の実際（学校教育における実践から）

（1）実践に向けての心がまえ

子ども達とその保護者は教育に対し個人的に多様な期待を寄せており、

その頂点に位置するものは、いうまでもなく学校である。学校教育および

その実践者である教師は、啓発教育の意図するところをしっかりと踏まえ、

子ども達一人ひとりの二一ズに応じた教育実践を充実させていかなければ

ならない。

教育現場では今、従来の特殊教育から特別支援教育（障害があることか

ら特に求められる一人ひとりの二一ズに応じた教育支援）に移行しつつあ

り、そのために教師たちは子ども達と共に新しい教育状況を受け入れ、学

校・学級の実際を育んでいかなければならない。

一般に指摘される、子どもと子どもの問でさえ交わされる人種や信条、

性別、社会的身分や経済的地位などに対する差別の意識を取り除き、さら

に障害そのものへの差別のまなざしの不適切さに気付かせ、仲間の持つ障

害に近づこうとする意識の芽生えを積極的に育てることに大きな意義を見

つけなければならない。

（2）理解啓発教育と教育環境

チャンスの設定は・前述の子ども一教職員一保護者おタび地域社会とい

うマトリクスの中から工夫することが出来る。

まだ、実践校の事例数は少ないが、特に（小学校低学年を除く場合もあ

るが）通常学級の子ども達を対象にした啓発授業には、今後大きな期待が

かけられている。

実際に行われている啓発授業の担当教員からのアドバイスでは、子ども

達からの率直な質問を軸にして授業展開を図ると、子ども達の前向きな接

近が図られるとのことである。

「校長通信」は啓発教育の最も説得力のある、また学校の真意を直接に

すべての保護者に伝達出来る手段である。啓発ということばを使わずにも、
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行事説明の中で触れたり、行間に含ませたり、校長の人柄と共に保護者に

贈るメッセージである。

啓発授業の必要性は今後増加する。近隣の学校間で教師たちが話し合い

や情報交換を行えたらより力のある新しい授業領域が展開される。教師間

の交流が、例えば特殊学級（今後は特別支援教室と呼ばれる）のある学校

と他校の交流に広がり、子どもたちの間に啓発的な体験が展開されるかも

しれない。

最後にある事例をあげておく。数年前の全学校挙げての運動会でのこと

である。高学年の徒競走で、トップを走っていた子どもが運悪くつまづい

て転び、スピードがあった為に膝をかなり痛めてうずくまった。そこへ真っ

先に走り寄ったのが特殊学級の障害のある仲間であった。以下はその走者

が後に文集に書いたことばである。

僕らの学年にもなると、転んだからといってとんで来てくれる友達な

どいない。でもあの子は誰にも言われないのに走り寄って来て痛いか

と僕の顔を心配そうに覗き込んでくれた。照れくさいなんて思わなかっ

た、本当に痛かったから嬉しかった。障害児学級にいる子たちのこと

は同じ学校の中の仲間だけれども、誰も教えてくれなかったから何も

分からなかった。もしかしたら勉強が苦手なのかもしれない。僕は誰

よりも人のこころをしっかり持った友達なのだということを、皆にき

ちんと話してあげたいと思った。

これこそ、子どもから子どもへと発信された啓発のことばといえよう。

lV交流活動と理解啓発授業の実際

心身障害学級と通常の学級の交流と通常の学級での障害理解啓発授業に

ついて、具体的な展開を呈示し、考察をすすめる。取りあげる実践は、平

成17年度のものである。
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1交流活動
（1）通常の学級の行事・学習等への参加（心身障害学級からのアプロー

チ）

ここでは、心身障害学級から通常学級ヘアプローチする交流活動につい

て取りあげる。まず、参加までの一般的な流れを、それぞれの担任の活動

を軸に呈示する。

通常の学級（担任） 心身障害学級（担任）

心障学級の担任へ学習や活動へ
の参加の誘いをする。

グループ編成とそれぞれどんな
活動をするか話し合う。併せて
心障学級の児童がどのグループ

と一緒に活動するのか話し合
う。殆どの場合、入って欲しい
グループの代表で話し合って心
障学級の児童の所属を決める。

↓

該当児童に参加の誘いについて
伝え、興味や参加の意思の有無
を確認する。

保護者に、参加の意思を伝え了
承を得る。（本人に参加に消極
的で心障学級の担任から見て参
加した方がその児童にとって意
義が在りそうなときは、その旨
を保護者に伝え協力を求めるこ
ともある。）

学習計画を示す。 ↓
、

どの時間に参加できるか、時間
割を見ながら検討する。

rレ

参加できる時間を通常の学級の
担任に伝える。

十

活動に参加する。（担任は、様
子を見ながら付きそう。
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次に、具体的な活動の例をあげる。

〈一年生の例〉

◆音楽の授業に心障学級全員で参加（合同行事の七夕まつりの事前学習）

事前学習として七夕集会で歌う歌を一年生と一緒に学習

◆国語の授業に心障学級二年生が2時間参加

〈二年生の例〉

◆生活科rお店やさん」に心障学級二年生が参加

活動グループ決定後、一つの店の準備（通常学級の子に教わりながら

遊び道具作り）・当日の店番、店周りも一緒に行動

◆生活科見学に心障学級二年生が参加

一つの学習グループに入って見学

〈三年生の例〉

◆習字の授業に心障学級三年生が参加

◆学年行事（スポーツ大会）に心障学級三年生が参加

年間2回のスポーツ大会（キックベース・リレー・ドッジボール・ポー

トボール）に参加（種目によって全員がボールの触ることができるルー

ルも設定されている）

◆給食に週一回参加（決まったグループに入り一緒に会食）

◆日記やがんばりカードの活動に心障学級三年生が参加（日記や家庭学習

を通常学級に提出）

◆秋の遠足に心障学級全員で参加（日程と内容が合う学年の遠足に参加）

〈四年生の例＞

◆3回の社会科見学に心障学級四年生が参加

◆総合的な学習に心障学級四年生が参加

体育系の運動（一輪車・バスケット・竹馬・ダンス等）の学習発表会

までの学習に参加（選んだ学習グループに入って）

◆図工の時間に心障学級四年生が参加
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〈五年生の例〉

◆音楽鑑賞教室に心障学級五年生が参加

市主催でオーケストラの演奏を聴く（所沢市のミュージックホールま

で出かける）・事前に一緒に全員合唱の練習も

◆二回の社会科見学に心障学級五年生が参加

◆総合的な学習の時間に心障学級五年生が参加

地域のお年寄りとの交流（1時間目から交流くお茶・ちぎり絵・将棋・

タグラグビー等＞・発表会まで1学習グループに入って）

◆学年行事に心障学級五年生が参加

行事（デイキャンプ）を挟んで事前（献立決め・買いだし等）、当日

（飯ごう係・なべ係）、事後（体験のまとめ・発表会）の学習に参加

〈六年生の例〉

◆移動教室に心障学級六年生が参加

総合的な学習の時間（2日目のコース別学習：アニマルウオッチング・

探検・ハイキング・牧場体験等）とリンクさせ事前・事後・発表会ま

で参加
◆総合的な学習の時間に心障学級六年生が参加

近隣の幼稚園児との交流（幼稚園に行って園児と一緒に遊ぶ・学校に

来た園児の二人を連れて学校内を案内して回る）

※以上の例は、年度や児童・保護者の希望等によって異なることもある。

〈全校行事（運動会の例）〉

◆各学年種目に心障学級該当学年児童が参加

心障学級児童の個々の特性（身体的に可能か）に応じて練習から団体

競技、親子競技、走競技に参加

一年：全員参加（玉入れ・ボール運び・50メートル走）

二年：全員参加’（借り物競走・デカパンリレー・50メートル走）

三年：全員参加（綱引き・二人三脚で箱運び・80メートル走）

四年：全員参加（棒引き・障害物リレー・80メートル走）
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五年：全員参加（騎馬戦・全員リレー・100メートル走）

六年：全員参加（騎馬戦・全員リレー・100メートル走・ソーラン節）

〈特別活動の例＞

◆クラブ活動に心障学級四年生以上が参加

パソコンクラブ（四年B・五年AB）・家庭科クラブ（四年D・六年

B）・クラフトクラブ（四年C）・ドッジボールクラブ（四年A）・バ

ドミントンクラブ（六年A・六年C）

◆委員会活動に心障学級五年生以上が参加

〈前期〉理科委員会（六年A）・音楽委員会（五年A・六年B）・飼育委員

会（五年B）体育委員会（六年C）

〈後期〉整美図工委員会（六年A・C）図書委員会（5年B）・理科委員

会（五年A・六年B）
◆縦割り班活動に心障学級全員が参加

それぞれが当該学年のグループに所属し、グループ毎の活動（遊び）

に参加
（1の1グル」プ：一年AC三年B・六年C）（1の3グループ：一

年B・六年B）（2の1グループ：二年A・四年CD・五年A）（3の

1グループ：一年D・三年A・六年A）（4の1グループ：四年AB・

5年B）
◆縦割り班活動を活用した全校集会に全員が参加

各グループ毎に遊びの店を開く為の準備・当日の店周り

（2）心障学級の行事等への参加（通常学級からのアプローチ）

◆交流給食

毎週金曜日通常の学級の四年生が4～5名ずつ心障学級の教室に来て

一緒に会食・食事をしながらお互い自己紹介（時間があれば一緒にゲー

ムも）
◆総合的な学習の時間への参加
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総合的な学習の時間（仲良しタイム）のイベント（遊びの店・スポー

ツの店・食べ物の店等）に通常の学級の1学年が参加

（3）通常の学級と心障学級と共同での行事

◆七夕祭り

一年生と合同企画し、プログラムの作成や、係りを一緒に分担

◆お楽しみ会

二年（三年）生と合同企画し、プログラムの作成や、係りを一緒に分

担◆学習発表会

一・二年生と合同で企画し、プログラムの作成や係りを一緒に分担

2理解啓発授業（学級活動）の実際

（1）授業の実施時期

通常の学級の担任と事前に連絡調整して実施するが、基本的には、大き

な行事の事前に実施することが多い。事後で交流経験を生かして実施する

こともある。

（2）実施に当たって

事前に児童の実態をつかむために、アンケートを実施（二年生以上）し

授業計画を立てている。

（3）指導の実際（各学年の指導例）

〈一年生の指導案例〉

1．単元名青葉学級ってなんだろう

2．ねらい青葉学級の様子について知る
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3．展開

児童の活動

1青葉学級について知る。

O手遊び歌をする。

○青葉学級に関するクイズをする。

発問1青葉学級のお友だちは全部

で何人でしょう？（18人）
発問2青葉学級の先生は何人いる

でしょう。（8人と他にボ
ランティアさん）

2青葉学級の学習内容を知る。

○青葉学級の時問割表を見て、気づ

いたことをことを発表する。

説明1作業、生活単元、劇遊びに

ついての説明を聞く。（青
葉学級の児童にとって、ど
れも大切な学習である）

3青葉学級の児童が取り組んでいる

学習プリントに挑戦する。
○利き手ではない方で、記名、波点

線部のなぞり書きをする。

○利き手ではない方で書いた経験の

感想を発表する。

4．本時のまとめを聞く。

「人にはそれぞれ得意なこと、苦手な

ことがある。青葉学級に通っている

児童は、苦手なことがみんなより少

し多いので、少人数、複数担任で、

わかる・できるようになるまでゆっ

くりと学習する。みんなに負けない

くらい頑張って、スピードはちがう

が、どんどんとできたり、わかった

りしていく。同じ仲問として仲良く

していこう。」

指導上の留意点

※少人数複数担任広域学区域
◇青葉学級一年生児童の学習時の導入

活動であることを知らせる。

◇自分たちの学級と対比させながら進

める。
◇児童、教員の紹介、児童の学区域に

ついて知らせる。

（資料）児童、教員の写真市内略図

※全体学習個別学習班活動
◇自分たちにはない教科があることに

気付かせる。

◇実際の児童作品写真などを通して関

心を持続させる。

（資料）拡大時問割表

◇記名、最後の波点線部以外の一年生

児童にとっては難しい問題に取り組

ませる。
◇思うようにいかない経験をさせる。

◇繰り返し練習していけば、必ずでき

るようになること、できるようにな

るまでには、それぞれ個人差がある

ことを知らせる。

※個人差はあるが、繰り返し学習して

いくことで必ずできるようになる。

◇青葉学級児童が現在努力しているこ

ととして、話すこと、手先を器用に

動かすこと、文字の読み書き、予定

が変わっても急激に動揺しない、人

に自分の気持ちを伝えることなどで

あることを知らせる。

※できるようになるスピードはゆっく

りであるが、確実に伸びていくのは、

みんなと一緒である。
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〈二年生の指導案例〉

1単元名青葉学級と障害を知ろう

2ねらい①青葉学級の様子を知る。

②心身障害について基礎的な事柄を理解する。

・障害は、直すことが出来ないが軽くすることはできる

③人間には誰にも得意なこと苦手なことがあることを知る。

④誰とも仲良くしようとする態度を育てる機会とする。

3展開（2時間扱い）

学習活動

1青葉学級のおおよその実態を知る。

○青葉学級について知っていること

を発表する。

指導上の留意点

◇子どもの名前、学習内容など。

◇あまりでない場合は、青葉の子の名

前・子どもの人数・教師の数・クラ

ス分け・学習内容などヒントを出す。

◇ポイントを板書する

・子ども18人・職員5名・ボランティアが来ている・1クラスの
人数が少ない・マラソンをしている・調理をしている・七夕祭り
を一緒にやった・徒歩や買い物に出かけている・ローラースケートを

やっているどんぐり拾いに一緒に行った…

2青葉学級での授業の一部を体験す

る。

○青葉の国語・算数の課題の一部を

解く
○やってみた後、感想を発表する

・簡単にできる

が違う…

ワークシート（B組の課題を用意する）

・課題がカラフル・絵などが多い・一人一人課題

個・作業・思考・発表

32年2組と青葉の違う点を考える。

○自分たちの学級と青葉学級の大き

な違いを探す
グループ毎に2～3見つけさせる。画

用紙に箇条書きさせる。自分たちと青

葉学級の子との違いでも良いというこ

とをさがさせる。
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・青葉の子は苦手なことが多い・勉強の内容が違う（易しいことから

ゆっくり学習している）・一人一人ちがう課題に取り組んでいる

子どもの数が少なく教師が多い…

グループ・思考・作業・発表

4青葉の子も含めて人には得意なこ

と苦手なことがあるをつかむ。

○自分の得意なことを書く

○苦手なことをするときは、どうし

てほしいか考える
○苦手なことをしているのを見つけ

たらどうするか考える

個・作業・思考・発表
5青葉の子は、障害があるのでほか

の学級の子達に比べ苦手なことが

多いことを知る。

ワークシート。

個性のグラフでr得意不得意なことは

だれにでもあり、人によって得意不得

意なことは違う」ことを押さえる。

個性のグラフで全体に棒が低いことに

着目させる。

・苦手なことは多いが、他の学級の子と同じように頑張って力を付けい

る・苦手なことが多いのは、生まれつきの障害（青葉の子達は、脳の一

部が傷ついて産まれてしまった）による。障害は治すことは出来ない。

色々な手助けによって軽くすることは出来る。

6．同じ人問として誰とも仲良くする

ことを知る。

「障害」と板書する。

・好きで障害を持って生まれたり、障害になったりする人は、いない。

・青葉の子は、どんなことが苦手でどうすれば軽くすることが出来るの

考えほしい。・青葉の子も一人ひとり違う。話しかけたり、一緒に活動

したりしながら、どんなことが苦手なのかどうすれば、みんなと同じよ

うにできるのかを見つけてもらえればうれしい。・そのことは、障害が

あるなしにかかわらず、誰も苦手なことがある。そこをお互いに助け合っ

て仲良くしていけるとよい。

7青葉の子や同じ組の子ともっと仲

良くするにはどうしたらよいか考え

る。
○誰とも仲良くする方法を考える

個・思考・作業・発表

30日の遠足でのことでも良い。授業の

感想でも良い。

ワークシート。

2～3例発表させる。
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4．ワークシート（学習結果）
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1う2／足がない・体の半分がない／青葉を助ける／障害者のお母さんが優しl

I履運覇諮認ξ賜藤獲鴛鷺轡犀肇磐篠馨論ま易細鷺影含J

lなこと／青葉には教師が多い・ボランティアもいる／産まれたときから障害にl

i労遠議傷鰻攣を麓驚％馨議畿鰭暑難篇緊蟹激麹
1優しくむずかしいこともやさしいし・こともあった／障害があっても生きるのを1

薦麟鍵震雛難矯覇寡雛番ることはある／障害者の1
一．1＿．．＿一，＿1．＿一．＿一一＿一辱＿『．＿1＿『甲＿．．＿．．＿11＿．．＿．．＿『耳＿書，＿一』

〈三年生の指導案例〉

1．単元名青葉学級と障害を知ろう

2．ねらい①心身障害について基礎的な事柄を理解する

・障害があると物事に時間がかかる

②言葉がなくても心が通じることを理解する

③青葉の子たちをより理解する機会とする
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生野金三・豊澤弘伸・北村好史・栞原茂樹・中谷陽子

3．事前アンケート（68名実施）

Fl一書易易漏颪；ぞ蔦丹善示暮’罫1一”一”一”一”一”一ロ1

卜年A4／二年A6／二年B8／三年A34／三年B48／三年C34／四年1
ド．∠堕旦挫笹思竺互蟄』2愁逆一一暫聾且1二．＿．＿1

！2’毅蕪足に行って・青葉の子について感じたこと’思ったことを1

！みんな（掃除がうまい）／咋A（一生懸命歩いているのですごいなあ思いま！

藍毅慨、驚、獣鴛享蕩猟漫嶺錨鞭
！ました・足が速い2）／畔C（がんばって歩いていた3）／六年A（山道でど！

1繕畿裁禦黙鴇し知簾調螺し凝諾、裸諸1
！（Bくんにいつもぼくは声をかレナてます・登りで一生懸命登っていた）！

5屠轟振5不、馬’冥1蔦一ユ器凝鳳マ’一－－一”一”一”一1

匿葉には障害がある4／知螂章害のある子が・みんなと触れ合えるよう1こ普1

醗糠鷲誘、藩謬鰹難織簾群馨羅額
1ている／障害のある人達が少人数で自分給った勉強を分から齢所をやるこl

l能＝錨蘇蟹魏ず諜諺灘館麟鰍蔀期
1障害を持っている（子）15／私達が遊んでいる時いつまでも追いかけてきた／1

わたしが幸せなら手をたたこうと歌ったら通りかかった子が手をたたいてくれ
1ました．とても嬉しかったです／障害者がいる場所／おし）かけられていやだっl

lた／自分が苦手な勉強をやっている／Aくん走るのがんばってね／・年一6年1

瞬螂ざって病気をやっている事／月菌に傷がついている／Aちゃんは’走るI

l7i’■豪ヌ騙異1蔦一ユ羅凝鳳マ。一一一一一”一一一”一一1

1生まれつきで思っていることを言葉に表せない・うまくしゃべれない・よく司

！羅駕，乳歪襟罐繭讐甑鎮獄烈》霧、常1
1たとき、女の人がいました．あっちこっちいってふらふらしてました／生まれ1

1驚鷹建獅認欝讐葦灘凝凝翰轟，謬額
1でき齢ことをしている／車し剛このっている人をたまに見る／生まれたとき、1

酌篇讃離謝臨針菖霧欝ラ講唇ξ轍i
lい3／独り言を言っている人／手足力書使えないこと3／障害は・脳障害と体の1

断鍵糖葺美孕聯鵜蹄、騨鞭簾臨矯剣

「”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一’1
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特別支援教育のあり様をめぐって（その2）

！5．青葉学級について分からないことやもっと詳しく知りたいことがあれば書！

薩製馨簾雛鍬傷．継翻徽蘂難欝蜘
！ε謹榔聾雲ヒ誤辮魏Σ灘鐵縷驚驚熱！
iか／スケジュール1・／私達の矧こ国だったら国、算だったらその時間にや！

！倉畿％濃蓼墜灘篇奮騰糟灘課傑1
！らいまでしかいないのに／どうしたら障害治るんですか／どん鯛題をだして！

1いる／どうしたら障害になるんですか・どんな遊びをしているか1

16備について分からないことやもっと詳しく知りたいことがあれば書いて1

！青藁輸子はみんな障害は同じなんですカ、／勉強はどうやってしてるの／し、I

Iたずらとかしてるときって無意識でやてるんですか／どうしてそん敏普段司

1謝1ラ謝発離蕊繋響01騨欝鍵結綜7灘罰
！どうしたら治せますか／治るんですカ・2／どういうのが障害っていうんです！

カ、

i7清葉の担任に話したいことがあれば教えて下さい・1
一番青葉の担任になって良かったことは何ですか／一番困ったなあと思ったこ

！とは何ですか／病気と障害どこがどういうふう燵いますか／どのように障害！

蝶議幕、識惣豊麟1，釧し謁鎌幅鑛艦1
！な隊形で給食を食べているのですか／青葉のお友達はどういうふうに生￥舌して！

！聴獣饗禦螢動赫響寒星熱論魏鷺霧認
！青葉学級の先生になったのですか／障害ってどうゆうときになるんですか24

！真碧響箸棄雛薮齪で瀞磐鳶藻臨繍蝶禦惣
！んですか・障害の人を勉強させるの1ま汰変ですか・なんで青葉の先生になり1

巴セ鯉．，二，．＿．．＿．．＿，．＿．．＿．．＿，，＿．、＿，．＿，，＿．，＿．．＿．．＿．．」
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生野金三・豊澤弘伸・北村好史・栞原茂樹・中谷陽子

4．展開（2時間扱い）

学習活動

1アンケートの結果の一部について
説明する。

・協力お礼
・青葉の子全員の名前が分かってい

た22年生の障害についての学習を思
い起こす。

・簡単な復習クイズをする

指導上の留意点

ワークシートの利用。

答え合わせをしながら簡単に説明する

人体図

障害とは、体の一部が傷ついたり、失われたりして、普段の生活がう

まくできない状態。／障害には、知的障害と身体障害がある。（手や足な

どを失う（使えない）ことを身体障害。／脳が傷つく（傷ついている）

ことを知的障害。（青葉の子たちは知的障害）・障害は、治らない。軽

くすることはできる。／障害に、いつなるのか。／生まれる前（母親の胎

内で何らかの原因で）・生まれるとき（産声がです呼吸が遅れ酸素が脳

に行かない／頭が傷つくなど）／生まれた後（高熱が続く・事故など）／

障害は、誰でもなる可能性があが、あまりびくびくする必要はない）／

人は一人一人違っててよい。

3．障害の体験をし、障害がないとき

との違いを考える。

・話すことに障害、目に障害、話す

ことに障害のある人に役割分担し、

伝言ゲームをする
・利き手をグーにして名前を書く

代表3名が演じさせる。

（障害のない場合も想定し比較する）

体験を発表させる。

ワークシートに自分の名前を書かせる。

障害がある場合は、伝えたり、作業したりがスムーズにいかない。

・それぞれの障害を軽くする方法を

考える。

写真（耳の障害の場合）などを見せる。

写真やサイン・信号の音・歩道のブロック・点字・手話・補聴器など

4．話すことに障害のある人と心は通

じるか考える

グループ毎に話し合いまとめる・イヌ

との関係で考える。（絵）

言葉のやりとりができても心が通じな

いことがあることも例を出して押さ
える。

相手を大事にし、一生懸命分かろうとする気持ちで心は通じ合う。青葉

の子に対してでもクラスの友達に対しても同じである。
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特別支援教育のあり様をめぐって（その2）

数が多い」のは何故か考える。

物を覚えたり考えたりすることがなめらかにいかないので、時間をかけ

一人一人に合わせて学習進めたいので。

青葉の教材例（個に応じた物）を提示

める。青葉の子の得意なことも紹介させる。
青葉の子は、学習面では、遅れていることが多いけれど、得意のことも

銀欝課雛互宣三捲離1禦傑㌘蚤讐i

4年生になると交流給食あることを

5「青葉の子は少ないのに先生の人今までの学習から考えさせる。

6今日の学習で分かったことをまとワークシートに書かせる。

5．ワークシート（学習）結果

霧
”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一”一一一”一”一”一’一”一’1

分かったこと・感想＝年の時よりよく分かった4／青葉が遅い理由が分かった／青葉学級は、知的1

1漿灘お離ま麟犠纏奪暴慧登麟霧繍蕪讐！
！身体障害をまとめて心身障害という6／青葉学級は知的障害／病気と思ったら1

瞳割よ病気と違う／知的障害身体障害があるのに生きているなんてすごいでl

I茎藷警籍主惣馨鵡譲護講麗禰錺難瀕
1前を教えてください／障害のある人のことが色々分かって良かった5／ぼくも1

嚇ξ艦磐議影謝護2奪雛麗欝識豫l
lなくても気持ちは伝わる／選挙のお知らせでも点字が使われてるなんて初めてl

I総轟緊㌫懲灘？才驚睡鶴繍矯苔i
！るのか／青葉さんのことが分かったような気がします／言葉が話せなくてもジェ1

！膿磁薦癬郷轟龍慕お議ε講藁讐灘襲！
！いますね／知的障害や身体障害酬ま本当に大変だと分かった／なぜ障害を持っ！

願鯉諜㌘鴇識翻雲∫寛擬騨零龍ま謙李！
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酵灘認難，分、ナて矢，、勺障害と身体障害，，ある．

1
■

2．知的障害と身体障害をまとめて心身障害という。
ロ

1糠器鰍同じである。

15障害は、軽くすることができる。

Il：騒：態雛叢縮望纂ゑ葛．

18．障害になるのは、生まれたあとである。
ロ

じ

Ig・人間は・一人一人ちがっていてよい・

己．青葉学級は、知的障害学級である。

■［一■■一1■一■■一■■一一［一■■一一■一■■一■■一『甲一■■一■■

1もらったりに気持ちカミ伝わらなくてストレスカ§たまったりするんだなと改！

！め改めて思いました。これからも調べたいなあと思いました．青葉の人は力刷

1いそうとだと思った／いろんなことを教えてくれて楽しかった・青葉さんの人l

l賊麗警穀窄鵬螺言裟偲見え鰍や口に聞け門

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

5
3
8
6
3
4
2
4
2
2

8
4
4
7
4
6
4
3
9
8

〈四年生の指導案例〉

1単元名青葉学級と障害を知ろう

2ねらい①今までの学習を思い出す。

障害には大きく分けて、身体障害と知的障害があり、青葉

学級の児童は知的障害である（学習障害にも簡単にふれる）

②障害はだれでもがなる可能性がある。又、障害をもちなが

ら自分を伸ばそうとしている人、またそれを援助している

人がいることを知る。
③青葉学級の学習の内容を知り、同じ学校の友達として温か

い気持ちを持つ。
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特別支援教育のあり様をめぐって（その2）

3．事前アンケート

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝二＝1A肇し難製㌔婁発灘峯灘i灘縦智譲螺1
』．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．、」！

青葉学級の児童の人数は何人だと思し、ますカ、？！

h”一”一”一”一”｝”一縣一”一”一’－一”『”一”一”一”一”一”一’1

2．青葉学級の知っている友だちの名前を知っているだけ書いて下さい。

ト…一一一一一一一一一一一縣一一一・・一一一一一閣一一一・・一一一一一一一・1

！3た築備ヒ嚢糖こ篇っ懲類難紀1．鷲おを批！
1たこと、いやだったことなんでもよいです．）I
I醸鴇倉腿鴇建㌔3歩議講盤嚢書薄総ン冥ζ部艶呈I
lにのった2／遠匙いっしょにfテった3／シーソーでじゃまされた／ほうきl

I墓禦縦贈の雛鷲鶴誌溝癒毎喜奮ぞ纈
レひょっこりひょうたんじまの合奏がすごかった／くびをしめられた／そつぎょ1

ぼていなくなったのがいやだった／学校案内φときに一年生をつれていった1

！一一一一一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一一一一一層・一一一一一一一縣1

撫諜驚矯矯廉灘費癖際隷聯課育！
！はダンスとか／プレールームがある／障害を持っているのにがんばってし、る！

巴＝セ笹勉．勉箸毯饗坐麺勉荏讐惣遊過．．＿．l
l5．青葉学級のことでもっと知しりたし、ことがあったら書し、てくださし、．l

i一年は何人／ほかの青葉の友達の名前をしりたい3／どういう生活をしてい1

曝餐窮禦讐誉畿膿惣蟹辱禦獣タ締驚纐
1害があるのを知りたい／授業で歯磨きがあるのは本当／何人か2／どうしてi

卍讐竃盈三．泣陛二≡恐讐進、惣ユ．竺と．．＿．＿、、＿．」
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4．展開

学習活動

○アンケートから青葉学級について知っ

ていることや疑問を紹介する。
・今まで一緒に遊んだことや、交流、

活動等を思い出す
・青葉学級の内容の紹介と学習を紹介

し、障害の疑似体験をする
①青葉学級の紹介（人数、名前、時間

割、学習内容等）
②障害には、大きく分けて身体障害と

知的障害があり青葉学級の児童は知

的障害であることを確認する
③障害をもちながら、少しでも自立し

て生きていこうとする人、それを支
え、愛している家族がいることを知

る：秋雪ちゃん（知的障害）、レー
ナマリア（身体障害）、トムクルー

ズ（学習障害）等
④青葉学級の学習の紹介と体験・変形

じゃんけん1・2・3…ルールをつ
かむまで「わからない」という持ち
を体験・青葉の学習プリントをやっ

てみる
△がんばれがんばれと励ましたりする

だけでは解決しない
○学習しやすい環境をつくること（こ

れは青葉学級でやっている学習の基

本）
○まわりの人の理解がないととても気

持ちが混乱する
⑤障害名が大切なのではなくて、A君、

B君、Cさん、D君の個性、特徴、
その子にしかない良さがある。着実

に成長している→みんなと同じ

OA君、B君、Cさん、D君は今どん
な気持ちだと思う？

指導上の留意点

写真カード、学習の絵カード、

シート

身体の図・板書カード

写真、本、

VTR

ワーク

待つ、笑わない、指を指さない、じろ

じろ見ない…etc

写真を見せる

あなた自信がそう思っているだろう、と想像してくれたるだろう、と想

像してくれたことがなによりうれしいし、私達大人が感じるものより正

解に近いかもしれない

○感想を書こう、もっと知りたいこと

があったら書こう。
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特別支援教育のあり様をめぐって（その2）

5．ワークシート（学習）結果

「Tl「言轟混1；一振1蒸；三’ユτ審三瓦万罵差一羅辰”一”一’1

1騨膝副霜輩設癒鑑く嵩力塗蟻議墨羨翻
！／ゴルフ、ホッケー、バスケ、中休みにEちゃんと遊んだ／三年の時のムーミ！

禦繋器畿と諜藝つ篠難萎璽腸薦跨認馴
！／ユネスコ村／1君とおにごっこ、Jちゃんと遊んだ／学童でKちゃんに紙を！

巴．セ竺．三≦．氾1．ヒ塗．竺、．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．l

口馳．．＿．、＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．l

I3・今目・わかったことをなんでも書し・てくださいl
L鯉一．．＿．．＿、．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿．I

l4・これからいっしょに給食を食べたり運動会の練習をやります・自分にでl

I運諭繍鞍轟徽薇εぶ，です／一年、、ら青葉の種目、，1

！輩鋤を蕊蜻晃勢蕪蓬蟻鍵鷺蕩嘉鐘劔攣轡書墾幕麓！
！一緒に齪に行くのが楽しみ2／先生はなんで青葉学級にはいろたカ・ったん！

堕鵡遂囎喬夷弊諏贈錯讐く1∠多灘簾譲誌ζ誕能！
！るんですか／なぜ障害者が集まる所力§青葉なんですか／青葉さんのひとも中問！

！空森麓く森締融致蓄綜讐製奮鯨奪譲翫鍵鴛餐鯨！
！できませんけど使ってください／みんないっぱいがんばってるパ四まどこか！

1象建ゑ誓麓だ灘究縫纏騨総禦莞え籍鐸議蝋ξ甥禦l
lに練習を手伝う／運動会は楽しいよとか相手を楽しませること／青葉さんと走l

l蔀馨誕暴惚詫緊跨蓼態お壽奮蜜讐餐肇霧瓢礁賀1

ヒ＝』醤肚．遡墨酋，．三聾聾愁盤雲聾蛋墜竺＿、1

〈五年生の指導案例〉

1．単元名青葉学級と障害を知ろう

2．ねらい①青葉学級の教育課程は、通常の学級のものと違うことを理

解する。
②①を理解することで、障害に対する理解をさらに深める。
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③誰とも仲良くしようとする態度を育てる機会とする。

3．事前アンケート

「17羅漏雇石瞬曇侵署属15霧；π愚llτ芝腿一ご一1
1身や心の病気のなどの障害がある／知白勺障害12／身体障害があって苦しんで1

雌虚舗t薦と露認霜を讐轄鋸灘汐繕庭鞭
1を書いた／障害以外普通の子と瀦／うまくしゃべったり自分のやりたい通り1

蛙悉謄ン鍵誹雛磁艇套1ミξ急譲糊爆鷺I
lたくてなったのではないので差別しない2／障害肱る時期は・みんな違うl

l読建雛鷲雛房濫総禮瓢鰍鰻欝濫i
lれる前・生まれるとき・生まれた後に障害が2／覚えていない15／手足頭力書1

階鷲麗陥鎌蔭籍轟障蓬嘱量㍍壷歪禦舗

［1屠轟癬愚ヨπ蔦罫墨廓瘍遅罰、畏風マ“’一1
1耳が聞こえない／うまくしゃべれなし・2／青葉は知的障害・みんなと一緒1こ1

礎皇熟ζ辱灘携麗縄1誘讐燃畿諺φ錨蟄I
lかが不自由／分からない4／青葉1ま障害があるけど元気で明るくよい人だ／1

脚歳器購辮篇野謝葉獄轡星難購
1的障害・身体障害なる／丁君絵う／好きで障害になったわけではなしゾプリ1

蔭認暑奄醗r亀議鷺蒙徽，障喜霧鯖菱欝萄

！雛ン音簾鷺簾蹴，論昊蹴鰐奪％購謝
！がいた／Eさん16／G君7／Fさん17／齪や見学などに行く／給食3／！

！孫隣、磐白羅㌘瀦讃塚轍、臨謁藩孫劉
1で・年から6年までの交流の様子が書いてある／H君3／・、2年の頃一緒！

墜麓り3拶韓総諮篇甥曳羅轡脇、瓠鐵難！
1分からない、一生懸命頑張っているところがよい／みんなで協力し合っている！

i鑑ε隼膨旨警麟魔難乗ぢ塑餐購秦畿磁茸！
！青葉という名前／遊園地に招待してもらった／学童でGと遊んだ／色々招待し！

！礁％鋳麟し瑠凝含誘認懲糠欝鍛！
！くれた／クラスが分けられている／移動教室とかが結構ある／地域の人たちと！

吐懲∠鐘逆．竺讐．竺．2」轡堕．征璽．弛塑．祉、．＿、．＿．1
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51一書轟癬濤’渥凝濡颪－鳳疋’廓瘍罵罰ぞ～遷1マ1
1授業時間何時問か3／どんなことをしているか／休み時間どんなこと2／ど1

鵬群渇1ら（欝鷲灘魏舞誹監1緊灘類締l
l2（教師と併せて何人か7）・Fちゃんの声は（普通の声か障害か障害者1ま1

縣罷惚、熱隈顎ξ鼠餓綾ξ蕪播書錫髭蟹礎蜘
1な姓徒と心を通わしているのか／看板で思いっきりぶたれた／プレールーム1

醸懲蹄辮留編藷麗縛霜黎裟ら、鷲馨藷難鱒鐘
1の子と同じ勉強が出来るのか／普通学級より学費は高いのか／全学年一織こ到

1勢臨麟，謹廷離％鵬錘嶺欝慧聖駝辱蓬髭讐笥

！欝遼鷺灘撃箋脇む曾鏡銘轟撃遺豫議讐契蓼を讐l
l葉があるのか（出来たか）3／どんな病気が多いのか／同じよう姓まれたのl

lに普通と障害があるのか／手や足のない人が生まれた時になるケース・どんなi

l凝轍継欝羅馨諾≦堕魏講轟鍵備1
！藝艦貝難訳雛馨鰐奮繕能誉契離善勢薦器総鴇を落！

！らな吻があるのか！一．．＿．－＿－．＿．一＿¶．＿．q＿畳縣＿縣縣＿縣縣＿『騨＿層甲＿再一＿－一＿一．＿騨一＿一縣＿辱一＿騨【［

4．展開

学習活動

1．青葉学級や障害に関する問題を解

く。

指導上の留意点

事前アンケートを参考に問題を作成す

る

時間をかけずに解かせる。

ワークシート

昨年の授業を思い起こしたり、自分の体験、知識を基にしたりし問題を
考える。

2青葉学級の教育課程や障害のおお
よそを知る。

時間割等資料を掲示する

感想や、思ったことを書き込みながら解答を確認する。

思考・作業
”「”
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3なぜ青葉学級の教育課程は、通常

の学級のものと違うのか考える。

グループごとに話し合い考えをまとめ

させる。

グループごとに発表させる。

自分の書き込みを基にグループで意見を出し合い考える。

思考・作業・発表個別のグラフ等を活用して通常の学級

と比べさせる。

障害は、治せないけれど、軽くすることは出来る。

思考

4自分たちも青葉の子もみんな個性

があることを知る

個別のグラフ

・青葉の子も一人ひとり違う。話しかけたり、一緒に活動したりしなが

ら、どんなことが苦手なのかどうすれば、みんなと同じようにできるの

かを見つけてもらえればうれしい。・障害があるなしにかかわらず、誰

も苦手なことがある。そこをお互いに助け合って仲良くしていけるとい
い。

5今日の学習でこれからの自分の生

活で生かしたいこと・分かったこと

などをまとめる。

ワークシート

思考・作業・発表

5．ワークシート（学習）結果

「5ヨ霧罷葺椰屍に7罷晃こ一一’一一…”一1
1青葉の人たちは・私達と違って出来なし〕こともいっぱ賄るから・徒歩学習と1

縣論献獣窃攣網謙諭し藤鱈㌔欝1濃l
l11／私達と少し違う所があるかもしれないけど・みんな同じだから仲良くしたI

I購謙甕響購瀧鑑青蕃9隷、論禁護頸
1奨欝繕議礁雪灘難Σ馨窓鶯縦欝離譜1
！くびっくりするような事もありました／青葉の孤話すのが苦手なのが分力・っ！

！を恵繋傍畷蓼鞭し繊騨喜濡重響嬬、鍵欄膿！
！やっているなあと思った11／青葉の子1ま、みん縫って苦手なことも違うか！
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！ら、一人一人違うことをやったり宿泊学習をしたりする／青葉の子燃ま、私！

1達と同じ時間勉強しているのが分力りた／8番で・最初rすごい」と眈出しI

I麗憲黍膿善鶉㌦里溢哩ン鴇蕊盤、熱ゑ頼忽鬼協焚I

lでも苦手なことがあるから2／青葉の子どもは・いろんな所から歩いてきた1

轍、豚蕊撚嚢嘉驚1堂喜聡論下㌶魯諺雛麓蓬馨飴I
Iるけど・これから勉強などを頑張ってほしい／やっぱり交通轍にも気を付け1

1癬芝駕蕊て搬獄難鰍灘察象霧覇
購髪意禦猶獣講讐実さ灘総獲磐雄鯉

！あっても革学校までは義務／青葉の中学年は、今国語のカタカナをやっている1

賭育繊搬蝶誘£霞2議難妄膨善雛劃
1たら中学に行くのは知っているレナど三中とかではなく他の場所に行くのか知ら！

1なかった／青葉には一組二組があるのがよかった／それぞれ1年～2年まで二1
己㌘濫控二空．．＿．，＿．．＿．．＿．．＿．．＿．．＿，．＿．．＿，，＿、．＿．、＿．、＿．」

〈六年生の指導案例＞

1．単元名青葉学級と障害を知ろう

2．ねらい①青葉学級に通う子ども達、特に同じ6年生の青葉学級の児

童についての理解を深める。

②障害についての理解を深める。

③人にはそれぞれのよさがあることに気づき、それを尊重で

きる態度を育てる。
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3．事前アンケート

恩言罫・ロ癬r”一”一’一”一”一”一”一”一一”一”一”一”一1

1知的障害88％／身体障害95％／’清緒障害9％／発達霜害34％／自閉症611

協礁1麟命D、霧欝彦鱈概と2器瀬灘
ヒ選2勉．聾哩亙警型を型甦．還藻讐．哩癒五．1

！・特に知りたいこと！1智購箔露騰，1ζ鱗馨，1繍響、瓢麟謬！
i動性障害36％／ADD29％／ディスレクシア23％／光とともに16％／たっl

Iたひとつのたからもの11％／アスペノレガー症候群38％／高機能自閉症41％l

lO運動会や移動教室で思ったこと（抜粋）I
I辮鷹説線磯鵬箋綾麓翫羅錨器I
lてよかったです・／たしかに言葉1まいつもききとれるが・たまに何を言ってい1

膿欝繕縫製騨簾蓬覇雲鯉雑饗誉贈麹
1・組の友達だと思いこんでしまったことカ§あった・青葉の人でもみんなと緒1

隈倉馨犠繰鏡灘憲器響盆犠轟；攣灘
！慧総欝諏謝奮紫識ぢ認麗鰐罐諜語！
！たらそのあともがんばってやってくれました．その時はとてもうれしかったで！

陰』塾墜毬菰憩．≦並鐘讐重竺樫聾二．．＿．．＿．．＿．1

！○その他知りたいこと（抜粋）！
！灘篇礎；慢寄ま謙瀧暑諜禦磁意あ黎蓬1
！学級の子との接しかた／私の将来の夢はダウン症の子やふつうの子がかよう保1

！票園の先生か’青葉の先生になりたし’のですが・どんな資格をとるのでし列

L＿、1＿一，＿．．＿．，＿II＿一一＿1．＿一．＿一甲＿一一＿ll＿1調＿ll＿．1＿，，＿，1＿1，＿．一1
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4．展開

学習活動

O青葉学級＆心身障害、復習クイズ

1．青葉学級の子どもの人数は18人

2．青葉学級の児童は知的障害であ

3．障害はお母さんのせいでなる×

4．「シンショウ」とは心身障害を

略した言葉である0
5．青葉学級の正式名称は心身障害

学級、略して心障学級である0

6．障害は薬で治る×
7．青葉学級では算数や国語などの

勉強はやっていない×

指導上の留意点

小さな体験をしてみよう
体験）

病気ではないことをおさえる

誰のせいでもなく、先天的な障害は原

因不明なことを伝える

（知的障害の体験はとても難しいが、やや近い

①ミラー迷路→目で理解したことと、

手の連動の難しさ
②隠れ文字→文字の理解のしにくさ

※手や目からの伝達のしにくさの図

卜トI－1
③パーソナルスペースの体感→自閉傾

向の人はパーソナルスペースが広く、

突然入られると不安になる。不安度

強い。調節することが難しい。

※逆に狭い人もいる

鏡

知的障害の体験はできないがこんな感

じかもしれないということを伝える

これらの困難さを少しでも軽くするにはどうしたらよいか

・大きい文字、カラフルな絵、ゆっく

り繰りかえし、温かい言葉かけ→こ

れが青葉学級でやっている学習の基

本

青葉学級の6年生について知ろう

・青葉学級の6年生の名前を確認する
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アンケートに書いてくれたことを紹

介する
・3人の個性の紹介

S……低学年の世話が得意

0……読書がとても好き
F……走るのが得意
06年生3人それぞれについて、「一
人でも同じようにできるんだコと思っ

たこと、「ちょっと手伝ってあげよ

う。助けてあげよう」と思ったこと

をワークシートに書き、発表する
○本時の感想を書く

写真カード

脳の整理ダンスの図

ワークシート

5．ワークシート（学習）結果

辱晶罷豪1一恵晃一ユ1”憲蕨運羅1てぞ罷一罰”巖痢”『”一’1

！募離禦皇簑9：罐論警話と葦窪灘ぎ望2謂鰐薯驚察！
1です／脳㈲の中にはrひきだし」というものがあって、私たちみたいにあ1

！離ず喜≦1，袈黙墓禦講籠芦呆天躊臆丈楼菱達雛購謝
1けがあればそれを軽くすることができると言っていた旋、私も協力しようと！

1畳燵縫捻謄筆臆講涜与纂も、9誌』覇鰺翻1㌍器！
！げたいと思い甑話す時間があったら積極的に話してあげたいと思います／！

！貢麹魏騨㍗召茎憲≦歪鴛～蔭聾生麓欝認献㌫警男i
！にしたりしてたけれど、今は障害をもっているのにすごい人たちだなと思う／！

［私は今日の話を聞いて本艶色々分か然よかった・鏡でやる迷路ができなくl

E曹浬．竺避狸憂≦雀督避胆慧㌍竺三．，，＿．，＿，．＿．j

3理解啓発授業を通して分かったこと

児童にとって新しい知識は、とても興味深く、たくさん知りたいという

欲求も授業を通して感じた。一年に一度であるが、毎年実施することで、

児童の知識もより確かになり、青葉学級の児童に優しくまたあまり意識せ

ず普通に接する姿も多く見られるようになった。授業をするに当たっては、
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単に障害理解啓発という観点だけでなく、通常の学級の児童のより望まし

い人間関係つくりもねらいながら進めた。年に一度の授業では、学級の人

間関係にまで及ばないが、少しでも役に立てばと思う。

4今後の課題

年一度であるが、理解啓発授業を実施することが定着してきた。今後は、

心障学級の担任だけが授業するのではなく、通常の学級の担任も指導に関

わるとさらに効果があがると思われる。また、障害体験の内容をさらに吟

味して効果的な指導を目指したい。

Vおわりに

今回は、交流活動と理解啓発教育について、ノーマライゼーションの理

念と特別支援教育の制度という点から取りあげ、その実践展開について心

障学級（特殊学級）を対象として検証を試みた。

特別支援教育において交流活動と理解啓発教育への期待が高まるなか、

その方法と内容については、ますますの開発が求められているといえる。

「知識伝達型」の教育が一定の役割を持ちつつも、「体験型」の教育が重視

されていく背景には、単に情報の共有だけでは、目指そうとするr共生社

会」の実現には到達し得ないことを物語っている。

ワークシートに寄せられる子どもたちの言葉には、この問題への糸口が

存在している。この点についてさらなる考察を続けるとともに、軽度発達

障害（LD、ADHD、高機能自閉症等）の児童生徒との共生を目指した教

育のあり方を検討していくことを課題として設定するものである。
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ン王

（1）「日本教育新聞」日本教育新聞社pp．9－10

（2）堀正嗣『障害児教育とノーマライゼーション』明石書店1998p．101

（3）同上書p．102

（4）同上

（5）同上書pp．106－108

（6）中央教育審議会答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方について」

平成17年12月
（7）中央教育審議会答申では、特別支援教育を次のように定義している。

r特別支援教育」とは、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主

体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的二一

ズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するた

め、適切な指導及び必要な支援を行うものである。

（8）「人権擁護推進審議会答申」第1－1平成11年7月29日

（9）「人権教育・啓発に関する基本的計画」第4章2（4）平成14年3月15日
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